
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 名古屋経済大学 
設置者名 学校法人 市邨学園 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

経済学部 現代経済学科 
夜 ・

通信 

72 

64 42 178 13  

経営学部 経営学科 
夜 ・

通信 
83 84 239 13  

法学部 ビジネス法学科 
夜 ・

通信 
65 68 205 13  

人間生活科学部 

教育保育学科 
夜 ・

通信 
0 58 130 13  

管理栄養学科 
夜 ・

通信 
10 67 149 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 

名古屋経済大学ホームページ https://www.nagoya-ku.ac.jp/info/announcement/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 

学部等名：該当なし 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 名古屋経済大学 
設置者名 学校法人  市邨学園 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
私立学校法の規定に基づき事務所に備え付けるとともに，法人ホームページ上で公表。

（URL：https://ichimura.ac.jp/about/index3.html) 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤 市議会議員 

※１ 

～ 

※２ 

外部有識者として

の知見を元にした

意見具申(主に法人

運営全般関係) 

非常勤 証券会社代表取締役社長 

R8.2.11 

～ 

※２ 

外部有識者として

の知見を元にした

意見具申(主に資産

運用関係) 

非常勤 弁護士 

R8.2.11 

～ 

※２ 

外部有識者として

の知見を元にした

意見具申(主にコン

プライアンス関係) 

    

（備考） 

任期欄中の「※１」は「令和 7 年 6月 24 日開催定時評議員会終結の時から」を表す。 

任期欄中の「※２」は「令和 9 年度定時評議員会終結の時まで」を表す。 

 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 

学校名 名古屋経済大学 

設置者名 学校法人 市邨学園 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

【経済学部・経営学部・法学部】 

ディプロマポリシーに加え、全学教育推進センター及び各学部教授会によって見直

しされた編成方針に基づいて授業科目を編成している。その編成方針に基づいて編成

された授業科目の授業計画は、経済学部・経営学部・法学部･人間生活科学部とも以

下の構成で作成している。 

「授業の目標」では、学生の目線から見えるものを記載するとともに三つの領域であ

る「知識・理解の領域」「技能の領域」「態度・志向性の領域」について原則として記

載している。 

「授業の概要」では、授業で講じる内容を、やや具体的に、ポイントを絞って示す。

学生が授業をある程度イメージできるようにするとともにナンバリングを用いて学

修の段階や順番表示して教育課程の体系を明示している。 

「評価方法」では、どの評価ポイントを、どのような比重で評価するかを明瞭に示す。

そのことによって、学生の授業への取り組みにメリハリが生まれると期待している。 

「授業計画」では、第１回から第１５回までそれぞれ記載するとともに準備学習（予

習・復習等）の具体的な内容及びそれに必要な時間等を記載している。テキスト、参

考書についても具体的な記載をしている。 

なお、シラバスは、新年度開始時に実務経験を有する教員の授業内容とともに学外サ

イトおよび学内サイト（キャンパススクウェア・メロス）において公表している。 

 

【人間生活科学部教育保育学科】 

授業科目については、授業の目標（到達目標）、授業の概要、成績評価の方法、１５回

の授業進行計画、教科書、参考図書および留意事項を、前年度中に作成し新年度より、

実務経験を有する教員の授業内容とともに学外サイトおよび学内サイト（キャンパス

スクウェア・メロス）において公表している。なお、質問への対応方法、準備学習（予

習・復習等）の内容と必要な時間なども記載している。授業の方法（講義、演習等の

別）については、「学生生活ハンドブック」の授業科目表に記載されている。 

 

【人間生活科学部管理栄養学科】 

授業科目については、厚生労働省健康管理局が取りまとめている「管理栄養士国家試

験出題基準」を踏まえ授業の目的、概要、成績評価の方法、１５回の授業進行計画（シ

ラバス）、教科書、参考図書および留意事項を、前年度中に作成し、実務経験を有する

教員の授業内容とともに学外サイトおよび学内サイト（キャンパススクウェア・メロ

ス）において公表している。 

 

授業計画書の公表方法 
名古屋経済大学ホームページ 

https://www.nagoya-ku.ac.jp/~syllabus/ 



  

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

評価方法は授業計画において以下のように記載している。 

 どの評価ポイントを、どのような比重で評価するかを明瞭に示している。そのこと

によって、学生の授業への取り組みにメリハリが生まれると期待している。ただし、

授業に出席するのは当然であるため、出席による加点・減点は行わない。 

例） 

 ・参加姿勢  ○％ 

 ・レポート  ○％ 

 ・中間テスト ○％ 

 ・期末テスト ○％ 

 ・△△△   ○％ 

上記より出された素点から６０点以上の学習成果に対して単位が認定され、６０～７

０点未満は「Ｃ」、７０～８０点未満は「Ｂ」、８０～９０点未満は「Ａ」、９０～１０

０点は「ＡＡ」の成績評価がなされる。 

また、成績発表後には不服申し立て期間が設けられており、不服のある学生は、教務

窓口を通して申し出ることで担当教員からの説明を受け、もしくは、正当な理由があ

る場合には成績評価の修正等の措置がとられる。 

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

成績評価の客観性と厳格性の確保および学生の履修意欲の向上を目的とし、GPA 

制度を導入している。評語については、AA，A，B，C および N を合格とし、D を不

合格とする。合格した科目を再び履修することはできない。GPA は学業成績に記載

されるとともに、一部奨学金継続の選考資料としても利用される。                                                                                                                   

GPA の計算は次のとおりである。 

 

 

 

 

 

GPA 制度については、学生生活ハンドブックに掲載するとともに、大学ホームページ 

にも掲載し、公表している。 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 

学生生活ハンドブック 

名古屋経済大学ホームページ   

https://www.nagoya-ku.ac.jp/support/handbook/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 

 

4×AA単位数+3×A単位数+2×B単位数+1×C単位数                                          

AA・A・B・C・D・X・Y・Zの単位数合計 



  

（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

【経済学部・経営学部・法学部】 

以下の方針を定めるとともにホームページにおいて公表している。 

■学士の学位取得の要件 

・学則及び履修規程(「授業科目の履修について」学生生活ハンドブック所収)に定め

る卒業に必要な単位を取得していることが学位取得の要件である。 

・単位取得及び卒業の認定は各学部教授会が行う。 

・４年間に履修する授業科目はいくつかの科目群に区分されており、区分ごとに卒業

に必要な単位数が定められている。 

■人材養成の目標 

所定の授業科目の履修・単位取得ならびに課外に行う様々な活動を通して、本学の社

会科学系 3学部が目指すのは、以下のような能力を備え、アジアを中心にグローバル

な舞台で活躍できる「たしかな社会人」の養成である。 

・しっかりした職業観と健全な社会倫理を身につけ、仕事を通して社会に根を下ろし、

社会に貢献する力。 

・社会から求められる IT リテラシーや社会規範への理解と実践力、論理的思考力、コ

ミュニケーション能力、プレゼンテーション能力。 

・所属する学部の専門領域の基本的・中核的知見と、隣接する領域の概括的な知見。 

  ――法に関する知見を備えた経済学士・経営学士、経済・経営に関する概括的知見

を備えた法学士であること。 

・アジアをコアにグローバルに活躍する気概と異文化理解・異文化交流の精神。  

 以上に加えて、以下のような資質の涵養が重要である。 

・社会にしっかりと向き合い、習得した社会科学の知見に基づいて社会のあり方に関

心を持ち続ける力。 

・それまでに出会ったことのない出来事に遭遇した時に、そこに存在する問題と解決

の道筋を発見できる考える力。 

・勇気と向上心と想像力を失わず、身につけた知見や実践的リテラシーを発揮し、自

らが所属する社会の発展に貢献できる力。 

 

【人間生活科学部教育保育学科】 

保育者・小学校教諭養成課程であることから、卒業までに身に付ける力として、(1) 

子どもの育ちを支えるために自ら学び、自らを高める力、(2) 子どもを取り巻く環境

の課題と社会的な支援のあり方を探求する力、(3) 子どもの発達を軸にして保育・教

育を考える力、(4) エデュケアの考え方に基づき保育・教育を実践する力、の 4 つの

力を挙げている。また、これを踏まえ、卒業に必要な最低単位を科目区分ごとに設定

している。これらは「学生生活ハンドブック」に記載し、入学後の学科オリエンテー

ションにおいて説明している。なお、卒業判定の手順については、学則に記載されて

おり、「学生生活ハンドブック」に掲載している。 

 

【人間生活科学部管理栄養学科】 

卒業に必要な最低単位は、共通科目群では必修を含め 16 単位以上、必修である専

門基礎科目 8 単位、同じく必修である基幹科目群 38 単位、同じく必修の展開科目群

46 単位、関連科目群では必修を含め 6 単位以上、必修である演習群 10 単位の計 124

単位以上となっている。 

管理栄養学科は、広く栄養学を学び、管理栄養士として社会に貢献する人材の養成

を目的としている。したがって本学科を卒業する学士（栄養学士）には、上記の単位

取得とともに、以下のような資質が求められる。 

・社会人として豊かな人間性と社会性を身に付けていること。 

・食と健康に関する基礎的・臨床的な知識と技術を習得しており、管理栄養士、栄



  

養士として迅速に現場に対応できること。 

・食や健康問題の本質を見抜き、適切な問題解決に向けた行動を実践できること。 

・食や健康に関する専門的知識を継続して学習する態度を身につけていること。 

・管理栄養士国家試験に合格できる水準にあること。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
名古屋経済大学ホームページ 
https://www.nagoya-ku.ac.jp/info/announcement/02_policy/ 

 

 

 
 



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 
学校名 名古屋経済大学 

設置者名 学校法人 市邨学園 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
ホ－ムペ－ジアドレス 

https://ichimura.ac.jp/about/index3.html 

収支計算書又は損益計算書 
ホ－ムペ－ジアドレス 

https://ichimura.ac.jp/about/index3.html 

財産目録 
ホ－ムペ－ジアドレス 

https://ichimura.ac.jp/about/index3.html 

事業報告書 
ホ－ムペ－ジアドレス 

https://ichimura.ac.jp/about/index3.html 

監事による監査報告（書） 
ホ－ムペ－ジアドレス 

https://ichimura.ac.jp/about/index3.html 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

中長期計画（名称：              対象年度：     ） 

公表方法： 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法：本学ホームページにて公表（https://www.nagoya-ku.ac.jp/info/evaluation/） 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 

公表方法： 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1項に掲げる情報の概要 

 

① 教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び

実施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 経済学部現代経済学科 

教育研究上の目的（公表方法：名古屋経済大学ホームページ 

https://www.nagoyaku.ac.jp/info/announcement/01_purpose/）             

（概要） 

経済学部では、人間形成の基礎としての豊かな教養の涵養を目指している。それと併せて

経済学の基本的理論に立脚し、そこから展開する諸科目を修得するとともに、消費者・生

活者の視点から情報化・グローバル化を中心とした現代社会の動向がもたらす諸問題に深

い洞察を持ち、実践的な問題解決能力を備えた人材を育てることを目的としている。すな

わち、豊かな人間性を備えた上で、政策提言能力を持ち、経済学の素養と実務的な能力を

活かして経済社会で活躍できる人材育成である。経済の構造・制度・政策をこの視角で学

ぶことは、国民生活の発展向上に学問の立場から貢献するという、経済学本来の目的にも

適うものである。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：名古屋経済大学ホームページ 

https://www.nagoya-ku.ac.jp/info/announcement/02_policy/） 

（概要） 

(1)学士の学位取得の要件 

①学則及び履修規程(「授業科目の履修について」学生生活ハンドブック所収)に定める卒

業に必要な単位を取得していることが学位取得の要件です。 

②単位取得及び卒業の認定は各学部教授会が行います。 

③４年間に履修する授業科目はいくつかの科目群に区分されており、区分ごとに卒業に必

要な単位数が定められています。 

(2)人材養成の目標 

所定の授業科目の履修・単位取得ならびに課外に行う様々な活動を通して、本学の社会科

学系 3 学部が目指すのは、以下のような能力を備え、地域に根ざしながら、アジアを中心

にグローバルな舞台で活躍できる「社会で通用するグローカル人材」の養成です。 

①しっかりした職業観と健全な社会倫理を身につけ、仕事を通して地域に根を下ろし、社

会に貢献する力。 

②社会から求められる ITリテラシーや社会規範への理解と実践力、論理的思考力、コミュ

ニケーション能力、プレゼンテーション能力。 

③所属する学部の専門領域の基本的・中核的知見と、隣接する領域の概括的な知見、すな

わち法に関する知見を備えた経済学士・経営学士、経済・経営に関する概括的知見を備え

た法学士であること。 

④アジアをコアにグローバルに活躍する気概と異文化理解・異文化交流の精神。 

以上に加えて、以下のような資質の涵養が重要です。 

⑤社会にしっかりと向き合い、習得した社会科学の知見に基づいて社会のあり方に関心を

持ち続ける力。 

⑥それまでに出会ったことのない出来事に遭遇した時に、そこに存在する問題と解決の道

筋を発見できる考える力。 

⑦勇気と向上心と想像力を失わず、身につけた知見や実践的リテラシーを発揮し、自らが

所属する社会の発展に貢献できる力。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：名古屋経済大学ホームページ 

https://www.nagoya-ku.ac.jp/info/announcement/02_policy/） 



  

（概要） 

カリキュラムは次のような特徴を持っています。 

(1)基本的な体系 

学部の垣根を低くし、３学部に所属する全員が、経済学・経営学・法学の基礎的知識を包

括的に学習できる体系を基本とします。 

(2)具体的な特徴 

①学生の多様化を見据え、学生一人ひとりと向き合った教育を進めます。1 年生から 4 年

生まで各学年の少人数ゼミをはじめ、一人ひとりの学生と向き合った教育を徹底します。 

②入学直後に、全学生を対象とする「基礎力テスト」を実施し、基礎科目を中心に必要な

授業科目について、到達度別のクラス編成による授業を実施します。その目的は「基礎学

力」の奪回です。大学はその最後のチャンスです。 

③入学後の早い時期に、社会人として不可欠な実践的知識と技能（IT リテラシー、

Microsoft Office Specialist検定、商業簿記検定、英語会話等）の習得にチャレンジ

し、「達成感」と「自信」を体験するとともに次の目標へ進む意欲を育てます。 

④専門領域の基礎力をきたえます。変化の時代に重要なのはたくさんの知識ではありませ

ん。それぞれの専門領域の基礎的・原理的な知見をベースにした「考える力」です。本学

経済学部、経営学部、法学部のカリキュラムは、第一にそれぞれの専門領域の基礎をしっ

かり学びとることを目指します。必修科目については到達度が不十分な場合の再履修を含

めて徹底した学習サポートを行います。同時に、隣接する学部の専門領域の基本的知見を

学び、社会を経済、経営、法の側面から多角的に理解する力を養います。 

⑤「体験型探究」プロジェクトで主体的な学びをすすめます。変化の時代の必要な「考え

る力」を身につけるには「自ら学ぶ体験」と「主体的な学び」の姿勢が重要です。「体験

型探究」は、キャンパスの内外、地域の自然、社会、産業、文化を学びの場あるいは対象

とするフィールドワークです。学びのきっかけ、学びの課題をつかみ、各専門領域の主体

的な学びにつなげるのが目的です。 

⑥多数の外国人留学生との日常的な共学・協働を通して、異文化間の理解とグローバル精

神を養い、グローバルに活躍する資質を修得します。 

⑦系統的で徹底したキャリア教育で、一人ひとりを確かな仕事につなげます。今日、若者

の 40％近くが不安定な非正規雇用を余儀なくされている事実を重く受け止めています。

若者が職業を通してしっかり社会に根を下ろさなければ、社会の活力は生まれません。イ

ンターンシップを含む系統的で充実したキャリア教育で、たしかな社会人力をきたえま

す。 

⑧基本的な技術や資格の取得の上に、さらに上級の資格・検定等を目指す自主的な学びや

課外活動をしっかり支援します。皆さんのキャリアを拓くために、公務員試験をはじめ諸

種資格の取得や検定試験への挑戦を奨励し、基礎力の復活を含めて徹底的にサポートしま

す。 

⑨地域に根ざしつつ、地域を教育の場とし、地方自治体や商工団体等と連携して、多様で

実践的な学びを進めます。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：名古屋経済大学ホームページ 

https://www.nagoya-ku.ac.jp/info/announcement/02_policy/） 

（概要） 

｢ディプロマ・ポリシー｣に示したように「社会で通用するグローカル人材｣の養成を目的

とします。入学した皆さんを「社会で通用するグローカル人材｣につなぐのが｢カリキュラ

ム・ポリシー｣です。入学に当たって皆さんに求めるのは、この｢カリキュラム・ポリシ

ー｣にしたがって学びを続け、「社会で通用するグローカル人材｣に育っていく資質です。 

①本学が最も重視する入学生の資質は、学力偏差値の高さではなく、以下に示すような

｢夢、好奇心、やる気｣です。 

②自分の人生について｢夢｣を持つことがまず大事です。初めはぼんやりしていても、その

輪郭を少しずつはっきりさせ、その夢を実現する道筋を見つけていくのが大学での学びで

す。 



  

③｢これは何だろう？｣、｢これはどうして？｣という「好奇心」が「大学における学び」の

出発点です。私たちを取り巻いている自然や社会に対する好奇心が学びのきっかけを作り

ます。｢好奇心｣が｢夢｣とつながり、学びが始まったなら、あとは｢やる気｣です。 

④学力を含めて人の様々な能力の発達のテンポやタイミングは、人それぞれに違います。

何かのきっかけが｢やる気｣を目覚めさせ、その時に｢成長｣が始まります。本学のカリキュ

ラム・ポリシーが皆さんの｢成長｣の導きとなり、｢夢｣につながるプロセスを作ります。 

⑤本学は、｢受験勉強｣を乗り越えて、いよいよ大学にワクワクする学びを求めるあなたを

待っています。同時に、｢受験勉強｣には馴染めなかった、今は学力に自信はないが、｢夢

と好奇心とやる気｣では負けないというあなたを歓迎します。 

 
学部等名 経営学部経営学科 

教育研究上の目的（公表方法：名古屋経済大学ホームページ 

https://www.nagoyaku.ac.jp/info/announcement/01_purpose/）             

（概要） 

建学の精神「一に人物、二に技倆」を踏まえ、経営学部では、教養教育と専門教育を柱と

して、これらの有機的な統合の下で教育を実践していく。それにより、社会人としての豊

かな教養と企業人としての高い見識・倫理観を身につけ、さらに合理的かつ生産的なビジ

ネス思考およびビジネス・スキルを修得し、こんにちのビジネス社会はもとより広く社会

一般に貢献できる人材を育成することを目的とする。そして経営学部生を着実に将来の企

業経営の担い手として、換言すれば、現代経済社会において地位・キャリアを築き得る人

材となるよう誘導する。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：名古屋経済大学ホームページ 

https://www.nagoya-ku.ac.jp/info/announcement/02_policy/） 

（概要） 

(1)学士の学位取得の要件 

①学則及び履修規程(「授業科目の履修について」学生生活ハンドブック所収)に定める卒

業に必要な単位を取得していることが学位取得の要件です。 

②単位取得及び卒業の認定は各学部教授会が行います。 

③４年間に履修する授業科目はいくつかの科目群に区分されており、区分ごとに卒業に必

要な単位数が定められています。 

(2)人材養成の目標 

所定の授業科目の履修・単位取得ならびに課外に行う様々な活動を通して、本学の社会科

学系 3 学部が目指すのは、以下のような能力を備え、地域に根ざしながら、アジアを中心

にグローバルな舞台で活躍できる「社会で通用するグローカル人材」の養成です。 

①しっかりした職業観と健全な社会倫理を身につけ、仕事を通して地域に根を下ろし、社

会に貢献する力。 

②社会から求められる ITリテラシーや社会規範への理解と実践力、論理的思考力、コミュ

ニケーション能力、プレゼンテーション能力。 

③所属する学部の専門領域の基本的・中核的知見と、隣接する領域の概括的な知見、すな

わち法に関する知見を備えた経済学士・経営学士、経済・経営に関する概括的知見を備え

た法学士であること。 

④アジアをコアにグローバルに活躍する気概と異文化理解・異文化交流の精神。 

以上に加えて、以下のような資質の涵養が重要です。 

⑤社会にしっかりと向き合い、習得した社会科学の知見に基づいて社会のあり方に関心を

持ち続ける力。 

⑥それまでに出会ったことのない出来事に遭遇した時に、そこに存在する問題と解決の道

筋を発見できる考える力。 

⑦勇気と向上心と想像力を失わず、身につけた知見や実践的リテラシーを発揮し、自らが

所属する社会の発展に貢献できる力。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：名古屋経済大学ホームページ 



  

https://www.nagoya-ku.ac.jp/info/announcement/02_policy/） 

（概要） 

カリキュラムは次のような特徴を持っています。 

(1)基本的な体系 

学部の垣根を低くし、３学部に所属する全員が、経済学・経営学・法学の基礎的知識を包

括的に学習できる体系を基本とします。 

(2)具体的な特徴 

①学生の多様化を見据え、学生一人ひとりと向き合った教育を進めます。1 年生から 4 年

生まで各学年の少人数ゼミをはじめ、一人ひとりの学生と向き合った教育を徹底します。 

②入学直後に、全学生を対象とする「基礎力テスト」を実施し、基礎科目を中心に必要な

授業科目について、到達度別のクラス編成による授業を実施します。その目的は「基礎学

力」の奪回です。大学はその最後のチャンスです。 

③入学後の早い時期に、社会人として不可欠な実践的知識と技能（IT リテラシー、

Microsoft Office Specialist検定、商業簿記検定、英語会話等）の習得にチャレンジ

し、「達成感」と「自信」を体験するとともに次の目標へ進む意欲を育てます。 

④専門領域の基礎力をきたえます。変化の時代に重要なのはたくさんの知識ではありませ

ん。それぞれの専門領域の基礎的・原理的な知見をベースにした「考える力」です。本学

経済学部、経営学部、法学部のカリキュラムは、第一にそれぞれの専門領域の基礎をしっ

かり学びとることを目指します。必修科目については到達度が不十分な場合の再履修を含

めて徹底した学習サポートを行います。同時に、隣接する学部の専門領域の基本的知見を

学び、社会を経済、経営、法の側面から多角的に理解する力を養います。 

⑤「体験型探究」プロジェクトで主体的な学びをすすめます。変化の時代の必要な「考え

る力」を身につけるには「自ら学ぶ体験」と「主体的な学び」の姿勢が重要です。「体験

型探究」は、キャンパスの内外、地域の自然、社会、産業、文化を学びの場あるいは対象

とするフィールドワークです。学びのきっかけ、学びの課題をつかみ、各専門領域の主体

的な学びにつなげるのが目的です。 

⑥多数の外国人留学生との日常的な共学・協働を通して、異文化間の理解とグローバル精

神を養い、グローバルに活躍する資質を修得します。 

⑦系統的で徹底したキャリア教育で、一人ひとりを確かな仕事につなげます。今日、若者

の 40％近くが不安定な非正規雇用を余儀なくされている事実を重く受け止めています。

若者が職業を通してしっかり社会に根を下ろさなければ、社会の活力は生まれません。イ

ンターンシップを含む系統的で充実したキャリア教育で、たしかな社会人力をきたえま

す。 

⑧基本的な技術や資格の取得の上に、さらに上級の資格・検定等を目指す自主的な学びや

課外活動をしっかり支援します。皆さんのキャリアを拓くために、公務員試験をはじめ諸

種資格の取得や検定試験への挑戦を奨励し、基礎力の復活を含めて徹底的にサポートしま

す。 

⑨地域に根ざしつつ、地域を教育の場とし、地方自治体や商工団体等と連携して、多様で

実践的な学びを進めます。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：名古屋経済大学ホームページ 

https://www.nagoya-ku.ac.jp/info/announcement/02_policy/） 

（概要） 

｢ディプロマ・ポリシー｣に示したように「社会で通用するグローカル人材｣の養成を目的

とします。入学した皆さんを「社会で通用するグローカル人材｣につなぐのが｢カリキュラ

ム・ポリシー｣です。入学に当たって皆さんに求めるのは、この｢カリキュラム・ポリシ

ー｣にしたがって学びを続け、「社会で通用するグローカル人材｣に育っていく資質です。 

①本学が最も重視する入学生の資質は、学力偏差値の高さではなく、以下に示すような

｢夢、好奇心、やる気｣です。 



  

②自分の人生について｢夢｣を持つことがまず大事です。初めはぼんやりしていても、その

輪郭を少しずつはっきりさせ、その夢を実現する道筋を見つけていくのが大学での学びで

す。 

③｢これは何だろう？｣、｢これはどうして？｣という「好奇心」が「大学における学び」の

出発点です。私たちを取り巻いている自然や社会に対する好奇心が学びのきっかけを作り

ます。｢好奇心｣が｢夢｣とつながり、学びが始まったなら、あとは｢やる気｣です。 

④学力を含めて人の様々な能力の発達のテンポやタイミングは、人それぞれに違います。

何かのきっかけが｢やる気｣を目覚めさせ、その時に｢成長｣が始まります。本学のカリキュ

ラム・ポリシーが皆さんの｢成長｣の導きとなり、｢夢｣につながるプロセスを作ります。 

⑤本学は、｢受験勉強｣を乗り越えて、いよいよ大学にワクワクする学びを求めるあなたを

待っています。同時に、｢受験勉強｣には馴染めなかった、今は学力に自信はないが、｢夢

と好奇心とやる気｣では負けないというあなたを歓迎します。 

 
学部等名 法学部ビジネス法学科 

教育研究上の目的（公表方法：名古屋経済大学ホームページ 

https://www.nagoyaku.ac.jp/info/announcement/01_purpose/）             

（概要） 

法学部は、法学を通して、時代の要請に応え得る人材を養成すること、及び、個々人が生

きていく力を自らに「養う」こと、この二つを教育における基本的な目標として掲げると

ともに、「社会生活に不可欠な基礎学力を身につけ、法学の骨格・基本を確実に修得した

うえで、豊かな人間性と幅広い視野をもって総合的に社会現象を把握し、主体的に課題を

探求して、問題を解決できる能力を持つ人材の育成」を教育の目的としている。このよう

に、法学部は、基礎学力、法学基礎力及び社会人として求められる素養としての力を身に

つけることを法学部学生の共通課題として、時代の要請に応え得る法学の「特定分野の専

門家」を育てることを教育目的としている。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：名古屋経済大学ホームページ 

https://www.nagoya-ku.ac.jp/info/announcement/02_policy/） 

（概要） 

(1)学士の学位取得の要件 

①学則及び履修規程(「授業科目の履修について」学生生活ハンドブック所収)に定める卒

業に必要な単位を取得していることが学位取得の要件です。 

②単位取得及び卒業の認定は各学部教授会が行います。 

③４年間に履修する授業科目はいくつかの科目群に区分されており、区分ごとに卒業に必

要な単位数が定められています。 

(2)人材養成の目標 

所定の授業科目の履修・単位取得ならびに課外に行う様々な活動を通して、本学の社会科

学系 3 学部が目指すのは、以下のような能力を備え、地域に根ざしながら、アジアを中心

にグローバルな舞台で活躍できる「社会で通用するグローカル人材」の養成です。 

①しっかりした職業観と健全な社会倫理を身につけ、仕事を通して地域に根を下ろし、社

会に貢献する力。 

②社会から求められる ITリテラシーや社会規範への理解と実践力、論理的思考力、コミュ

ニケーション能力、プレゼンテーション能力。 

③所属する学部の専門領域の基本的・中核的知見と、隣接する領域の概括的な知見、すな

わち法に関する知見を備えた経済学士・経営学士、経済・経営に関する概括的知見を備え

た法学士であること。 

④アジアをコアにグローバルに活躍する気概と異文化理解・異文化交流の精神。 

以上に加えて、以下のような資質の涵養が重要です。 

⑤社会にしっかりと向き合い、習得した社会科学の知見に基づいて社会のあり方に関心を

持ち続ける力。 

⑥それまでに出会ったことのない出来事に遭遇した時に、そこに存在する問題と解決の道

筋を発見できる考える力。 



  

⑦勇気と向上心と想像力を失わず、身につけた知見や実践的リテラシーを発揮し、自らが

所属する社会の発展に貢献できる力。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：名古屋経済大学ホームページ 

https://www.nagoya-ku.ac.jp/info/announcement/02_policy/） 

（概要） 

カリキュラムは次のような特徴を持っています。 

(1)基本的な体系 

学部の垣根を低くし、３学部に所属する全員が、経済学・経営学・法学の基礎的知識を包

括的に学習できる体系を基本とします。 

(2)具体的な特徴 

①学生の多様化を見据え、学生一人ひとりと向き合った教育を進めます。1 年生から 4 年

生まで各学年の少人数ゼミをはじめ、一人ひとりの学生と向き合った教育を徹底します。 

②入学直後に、全学生を対象とする「基礎力テスト」を実施し、基礎科目を中心に必要な

授業科目について、到達度別のクラス編成による授業を実施します。その目的は「基礎学

力」の奪回です。大学はその最後のチャンスです。 

③入学後の早い時期に、社会人として不可欠な実践的知識と技能（IT リテラシー、

Microsoft Office Specialist検定、商業簿記検定、英語会話等）の習得にチャレンジ

し、「達成感」と「自信」を体験するとともに次の目標へ進む意欲を育てます。 

④専門領域の基礎力をきたえます。変化の時代に重要なのはたくさんの知識ではありませ

ん。それぞれの専門領域の基礎的・原理的な知見をベースにした「考える力」です。本学

経済学部、経営学部、法学部のカリキュラムは、第一にそれぞれの専門領域の基礎をしっ

かり学びとることを目指します。必修科目については到達度が不十分な場合の再履修を含

めて徹底した学習サポートを行います。同時に、隣接する学部の専門領域の基本的知見を

学び、社会を経済、経営、法の側面から多角的に理解する力を養います。 

⑤「体験型探究」プロジェクトで主体的な学びをすすめます。変化の時代の必要な「考え

る力」を身につけるには「自ら学ぶ体験」と「主体的な学び」の姿勢が重要です。「体験

型探究」は、キャンパスの内外、地域の自然、社会、産業、文化を学びの場あるいは対象

とするフィールドワークです。学びのきっかけ、学びの課題をつかみ、各専門領域の主体

的な学びにつなげるのが目的です。 

⑥多数の外国人留学生との日常的な共学・協働を通して、異文化間の理解とグローバル精

神を養い、グローバルに活躍する資質を修得します。 

⑦系統的で徹底したキャリア教育で、一人ひとりを確かな仕事につなげます。今日、若者

の 40％近くが不安定な非正規雇用を余儀なくされている事実を重く受け止めています。

若者が職業を通してしっかり社会に根を下ろさなければ、社会の活力は生まれません。イ

ンターンシップを含む系統的で充実したキャリア教育で、たしかな社会人力をきたえま

す。 

⑧基本的な技術や資格の取得の上に、さらに上級の資格・検定等を目指す自主的な学びや

課外活動をしっかり支援します。皆さんのキャリアを拓くために、公務員試験をはじめ諸

種資格の取得や検定試験への挑戦を奨励し、基礎力の復活を含めて徹底的にサポートしま

す。 

⑨地域に根ざしつつ、地域を教育の場とし、地方自治体や商工団体等と連携して、多様で

実践的な学びを進めます。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：名古屋経済大学ホームページ 

https://www.nagoya-ku.ac.jp/info/announcement/02_policy/） 



  

（概要） 

｢ディプロマ・ポリシー｣に示したように「社会で通用するグローカル人材｣の養成を目的

とします。入学した皆さんを「社会で通用するグローカル人材｣につなぐのが｢カリキュラ

ム・ポリシー｣です。入学に当たって皆さんに求めるのは、この｢カリキュラム・ポリシ

ー｣にしたがって学びを続け、「社会で通用するグローカル人材｣に育っていく資質です。 

①本学が最も重視する入学生の資質は、学力偏差値の高さではなく、以下に示すような

｢夢、好奇心、やる気｣です。 

②自分の人生について｢夢｣を持つことがまず大事です。初めはぼんやりしていても、その

輪郭を少しずつはっきりさせ、その夢を実現する道筋を見つけていくのが大学での学びで

す。 

③｢これは何だろう？｣、｢これはどうして？｣という「好奇心」が「大学における学び」の

出発点です。私たちを取り巻いている自然や社会に対する好奇心が学びのきっかけを作り

ます。｢好奇心｣が｢夢｣とつながり、学びが始まったなら、あとは｢やる気｣です。 

④学力を含めて人の様々な能力の発達のテンポやタイミングは、人それぞれに違います。

何かのきっかけが｢やる気｣を目覚めさせ、その時に｢成長｣が始まります。本学のカリキュ

ラム・ポリシーが皆さんの｢成長｣の導きとなり、｢夢｣につながるプロセスを作ります。 

⑤本学は、｢受験勉強｣を乗り越えて、いよいよ大学にワクワクする学びを求めるあなたを

待っています。同時に、｢受験勉強｣には馴染めなかった、今は学力に自信はないが、｢夢と

好奇心とやる気｣では負けないというあなたを歓迎します。 

 
学部等名 人間生活科学部教育保育学科 

教育研究上の目的（公表方法：名古屋経済大学ホームページ 

https://www.nagoyaku.ac.jp/info/announcement/01_purpose/）             

（概要） 

教育保育学科は、建学の精神に基づき、人物教育を重視するとともに、自ら学び、自らを

高める力を育てます。専門の教育課程では、教育と養護を統一的にとらえるエデュケアの

考え方を基盤にして、子どもの発達と子どもを取り巻く環境の課題と支援のあり方を深く

学び、すべての子どもの育ちを第一に考えた保育や教育を展開できる力を育てます。 

 教育保育学科の教育目標は、卒業までに以下の 4 つの力を身につけることであり、これ

ら 4 つの力を持った保育者（幼稚園教諭、保育士）と小学校教諭を養成することです。 

1. 子どもの育ちを支えるために自ら学び、自らを高める力 

2. 子どもを取り巻く環境の課題と社会的な支援のあり方を探求する力 

3. 子どもの発達を軸にして保育・教育を考える力 

4. エデュケアの考え方に基づき保育・教育を実践する力 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：名古屋経済大学ホームページ 

https://www.nagoya-ku.ac.jp/info/announcement/02_policy/ ） 

（概要） 

(1)学士の学位取得の要件 

①学則及び履修規程(「授業科目の履修について」学生生活ハンドブック所収)に定める卒

業に必要な単位を取得していることが学位取得の必要条件です。単位取得及び卒業の認定

は学部教授会が行います。 

②４年間に履修する授業科目はいくつかの科目群に区分されており、区分ごとに卒業に必

要な単位数が定められています。 

③学びの中心は教育学・保育学およびその隣接学問領域の知見です。 

(2)人材養成の目標 

本学科の教育目標に掲げた 4 つの力（以下）を持った保育者（幼稚園教諭、保育士）と小

学校教諭を養成することです。 

①子どもの育ちを支えるために自ら学び、自らを高める力。 

②子どもを取り巻く環境の課題と社会的な支援のあり方を探求する力。 

③子どもの発達を軸にして保育・教育を考える力。 

④エデュケアの考え方に基づき保育・教育を実践する力。 



  

以上に加えて、以下のような資質の涵養が重要です。 

⑤しっかりした職業観と健全な社会倫理を身につけ、仕事を通して地域に根を下ろし、社

会に貢献する力。 

⑥社会から求められる ITリテラシーや社会規範への理解と実践力、論理的思考力、コミュ

ニケーション能力、プレゼンテーション能力。 

⑦専門領域の基本的・中核的知見と、隣接する領域の概括的な知見。 

⑧アジアをコアにグローバルに活躍する気概と異文化理解・異文化交流の精神。 

⑨社会にしっかりと向き合い、習得した知見に基づいて社会のあり方に関心を持ち続ける

力。 

⑩それまでに出会ったことのない出来事に遭遇した時に、そこに存在する問題と解決の道

筋を発見できる考える力。 

⑪勇気と向上心と想像力を失わず、身につけた知見や実践的リテラシーを発揮し、自らが

所属する社会の発展に貢献できる力。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：名古屋経済大学ホームページ 

https://www.nagoya-ku.ac.jp/info/announcement/02_policy/） 

（概要） 

(1)編成方針 

皆さんを教育・保育の専門職につなぐのが本学科のカリキュラムです。本学科のカリキュ

ラムは保育士資格および幼稚園教諭免許状、または小学校教諭免許状の取得を可能とする

ように編成されています。 

①中心になるのは教育学・保育学およびその隣接学問領域の科目です。 

②加えて、教育・保育の現場において生じる問題を解決する広い視野と能力を育てるため

に、子どもの発達や子育てにかかわる多面的な科目、社会のあり方を考える能力や豊な人

間性を磨く科目、国際化や情報化など社会の変化に適応する語学力、情報リテラシーなど

の習得を目指す科目を学びます。 

(2)具体的な特徴 

本学科のカリキュラムと学びのプロセスは次のような特徴を持っています。 

①学生の多様化を見据え、1 年生から 4 年生まで各学年の少人数ゼミをはじめ、一人ひと

りの学生と向き合った教育を徹底します。 

②入学直後に、全学生を対象とする「基礎力テスト」を実施し、必要な授業科目について

到達度別のクラス編成による授業を実施します。その目的は「基礎学力」の奪回です。大

学はその最後のチャンスです。 

③専門領域の基礎力をきたえます。変化の時代に重要なのは、たくさんの知識ではありま

せん。専門領域の基礎的・原理的な知見をベースにした「対応力・考える力」です。本学

科では、教育学・保育学の基礎的知見を徹底して学びとることを目指します。 

④本学キャンパス内の「いちむら幼稚園」や近隣自治体（犬山市、小牧市）の保育園・認

定こども園等における実習を豊富に取り入れた学びを進めます。変化の時代の必要な「対

応力・考える力」を身につけるには「自ら学ぶ体験」と「主体的な学び」が重要です。豊

富な実習の機会は、主体的な学びを促し、実践力を養います。 

⑤公立の保育園・幼稚園への就職を進めるために、公務員試験への挑戦を奨励し、合格に

必要な基礎学力の回復をはじめ、試験対策を徹底してサポートします。 

⑥地域に根ざしつつ、国際社会につながる人材を養成します。地域を教育の場とし、地方

自治体等と連携して、多様で実践的な学びを進めます。また、多数の外国人留学生との日

常的交流を通して、異文化間の理解とグローバル精神を養います。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：名古屋経済大学ホームページ 

https://www.nagoya-ku.ac.jp/info/announcement/02_policy/） 



  

（概要） 

本学科は、教育者・保育者として社会に貢献する人材の養成を目的としています。したが

って、子どもをはじめ人間に対する深い関心が、本学科の学生に求められる不可欠の資質

です。具体的には、以下の 3 つを入学生の資質として重視します。 

①教育者・保育者として社会に貢献する意欲のある人 

②子どもをはじめ人間への深い関心を持つ人 

③社会や家庭の変化、教育・保育現場の問題へ高い意識を持つ人 

加えて、本学科が重視する入学生の資質は、学力偏差値の高さではなく、以下に示す｢夢、

好奇心、やる気｣です。 

④自分の人生について｢夢｣を持つことがまず大事です。初めはぼんやりしていても、その

輪郭を少しずつはっきりさせ、それを実現する道筋を見つけていくのが大学での学びです。 

⑤｢これは何だろう？｣、｢これはどうして？｣という「好奇心」が、学部・学科の別を問わ

ず「大学における学び」の出発点です。私たちを取り巻いている自然や社会に対する好奇

心が学びのきっかけを作ります。教育・保育は人間を対象とした働きかけですから、子ど

もや子どもの成長に対する好奇心が本学科の学生の不可欠な資質です。 

⑥「好奇心」や「出会い」が｢やる気｣を目覚めさせ、その時に皆さん自身の新たな成長も

始まります。皆さんにはたくさんの「伸びしろ」が備わっています。本学科のカリキュラ

ムが皆さんの成長の導きとなり、｢夢｣につながるプロセスを作ります。 

⑦入学者受け入れに当っては、以上の｢夢、好奇心、やる気｣を重視するとともに、子ども

とその成長に関する強い関心、人間社会やその文化などに対する広い関心を、面接や小論

文を通して確認します。 

 
学部等名 人間生活科学部管理栄養学科 

教育研究上の目的（公表方法：名古屋経済大学ホームページ 

https://www.nagoyaku.ac.jp/info/announcement/01_purpose/）             

（概要） 

近年、生活習慣病やメタボリックシンドロームなどが問題となり、管理栄養士は栄養指導

や医療チームの一員として臨床現場での治療に参加するなど、活躍の現場は多方面に広が

っている。さらに、消費者の食のニーズに関する多様化は、食品産業や給食産業における

高度なフードマネジメントや市民への適切な栄養・食品情報の提供などを求められている。

また、児童・生徒の食習慣や食生活の乱れは国民的課題ともいえ、栄養教諭の役割や職責

は重要となっている。管理栄養学科では、建学の精神「一に人物、ニに伎倆」をもとに豊

かな人間性を備えた人物の育成とともに、栄養や食を通じて人々の健康を支援できる高度

な専門的知識と技能を備え、医師や看護師、教育や産業界等と協力し、食や栄養の専門職

として現場に即応できる管理栄養士の育成を目的としている。 

卒業又は修了の認定に関する方針（公表方法：名古屋経済大学ホームページ 

https://www.nagoya-ku.ac.jp/info/announcement/02_policy/） 

（概要） 

(1)学士の学位取得の要件 

①学則及び履修規程(「授業科目の履修について」学生生活ハンドブック所収)に定める卒

業に必要な単位を取得していることが学位取得の必要条件です。単位取得及び卒業の認定

は学部教授会が行います。 

②４年間に履修する授業科目はいくつかの科目群に区分されており、区分ごとに卒業に必

要な単位数が定められています。 

(2)人材養成の目標 

本学科は、広く栄養学を学び、管理栄養士として社会に貢献する人材の養成を目的としま

す。したがって本学科を卒業する学士（栄養学士）には、上記の単位取得とともに、以下

のような資質が求められます。 

①食と健康に関する基礎的・臨床的な知識と技術を習得しており、管理栄養士、栄養士と

して迅速に現場に対応できること。 

②食や健康問題の本質を見抜き、適切な問題解決に向けた行動を実践できること。 



  

③食や健康に関する専門的知識を継続して学習する態度を身につけていること。 

④管理栄養士国家試験に合格できる水準にあること。 

＊なお、その他の免許･資格（栄養教諭、フードスペシャリスト）の取得を希望する際には、

卒業要件以上の単位数が必要となる場合があります。 

以上に加えて、以下のような資質の涵養が重要です。 

⑤しっかりした職業観と健全な社会倫理を身につけ、仕事を通して地域に根を下ろし、社

会に貢献する力。 

⑥社会から求められる ITリテラシーや社会規範への理解と実践力、論理的思考力、コミュ

ニケーション能力、プレゼンテーション能力。 

⑦専門領域の基本的・中核的知見と、隣接する領域の概括的な知見。 

⑧アジアをコアにグローバルに活躍する気概と異文化理解・異文化交流の精神。 

⑨社会にしっかりと向き合い、習得した知見に基づいて社会のあり方に関心を持ち続ける

力。 

⑩それまでに出会ったことのない出来事に遭遇した時に、そこに存在する問題と解決の道

筋を発見できる考える力。 

⑪勇気と向上心と想像力を失わず、身につけた知見や実践的リテラシーを発揮し、自らが

所属する社会の発展に貢献できる力。 

教育課程の編成及び実施に関する方針（公表方法：名古屋経済大学ホームページ 

https://www.nagoya-ku.ac.jp/info/announcement/02_policy/） 

（概要） 

(1)編成方針 

本学科は、管理栄養士の養成を主たる目的として、管理栄養士資格取得を可能とするカリ

キュラム編成を基本にしています。 

(2)具体的な特徴 

①入学直後に、全学生を対象とする「基礎力テスト」を実施し、基礎科目を中心に必要な

授業科目について、到達度別のクラス編成による授業を実施します。 

②卒業までに履修するカリキュラムには、以下の科目群が体系的に配置されており、食と

健康に関する専門的知見を順序良く段階的に修得することができます。 

ア 社会人としての教養と人間性を養うための「共通科目・教養科目」 

イ 栄養学の基礎的知識獲得のために置かれている生物学や化学など「専門基礎科目」 

ウ 高度な知識や技能を修得するための「専門科目」 

エ 加えて、1 年次から 4年次まで小人数を単位とした「演習科目」が設けられ、教員と学

生の密接な交流の下で、必須科目としての「卒業研究」を進めます。 

③このような段階的、体系的な学修によって、皆さんは課題設定能力や課題解決能力を身

につけた高度な管理栄養士につながるプロセスを進みます。 

④卒業生全員が管理栄養士国家試験に合格するように、日頃の教育と国家試験対策を徹底

して行います。 

入学者の受入れに関する方針（公表方法：名古屋経済大学ホームページ 

https://www.nagoya-ku.ac.jp/info/announcement/02_policy/） 

（概要） 

本学科は、広く栄養学を学ぶことにより、管理栄養士を養成することを目的としています。

したがって、以下のような意欲、関心、資質を重視して入学生を選抜します。 

①食と健康への問題意識を高く持ち、問題解決への努力を惜しまない姿勢。 

②管理栄養士の職務をよく理解し、医療、福祉、教育、特定給食施設、行政等の場で、地

域社会に貢献する意欲があること。 

③人との交流を大切にできる豊かな人間性を身につけていること。 

④栄養学の知識獲得のために必要な生物、化学を基礎とする学習に努力を惜しまない姿勢。 

加えて、本学科が重視する入学生の資質は、学力偏差値の高さではなく、皆さんの｢夢、好

奇心、やる気｣です。 

⑤自分の人生について｢夢｣を持つことがまず大事です。初めはぼんやりしていても、その

輪郭を少しずつはっきりさせ、それを実現する道筋を見つけていくのが大学での学びです。 



  

⑥｢これは何だろう？｣、｢これはどうして？｣という「好奇心」が、学部・学科の別を問わ

ず「大学における学び」の出発点です。私たちを取り巻いている自然や社会に対する好奇

心が学びのきっかけを作ります。食と健康に関する好奇心が本学科の学生の不可欠な資質

です。 

⑦「好奇心」や「出会い」が｢やる気｣を目覚めさせ、その時に皆さん自身の新たな成長も

始まります。皆さんにはたくさんの「伸びしろ」が備わっています。本学科のカリキュラ

ムが皆さんの成長の導きとなり、｢夢｣につながるプロセスを作ります。 

 

 

② 教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：本学ホームページにて公表 

(https://www.nagoya-ku.ac.jp/info/announcement/ ） 

 

  

https://www.nagoya-ku.ac.jp/info/announcement/


  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 
a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ 3人 － 3人 

経済学部 － 11人 7人 3人 人 人 21人 

経営学部 － 14人 13人 2人 人 人 29人 

法学部 － 12人 7人 0人 人 人 19人 

人間生活科学部 － 13人 8人 5人 人 5人 31人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

人 114人 114人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 
公表方法：本学ホームページにて公表 

（https://www.nagoya-ku.ac.jp/info/announcement/） 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

経済学部 160人 172人 107.5％ 610人 624人 102.3％ 人 人 

経営学部 170人 210人 123.5％ 620人 691人 111.5％ 人 人 

法学部 150人 141人 94.0％ 600人 487人 81.2％ 人 人 

人間生活科学部 130人 84人 64.6％ 670人 354人 52.8％ 人 人 

合計 610人 607人 99.5％ 2,500人 2,156人 86.2％ 人 人 

（備考） 

2026年度より、入学定員および収容定員を変更。 

*編入学定員は設けておらず、「当該学科の定員に欠員がある場合には、その相当年次に、選考により、

入学を許可することがある（名古屋経済大学学則第 26 条 2 項）」と定められている。 

 
b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

経済学部 
140人 

（100％） 

4人 

（2.9％） 

125人 

（89.3％） 

11人 

（7.9％） 

経営学部 
147人 

（100％） 

3人 

（2.0％） 

129人 

（87.8％） 

15人 

（10.2％） 

法学部 
95人 

（100％） 

2人 

（2.1％） 

87人 

（91.6％） 

6人 

（6.3％） 

人間生活科学

部 

100人 

（100％） 

2人 

（2.0％） 

92人 

（92.0％） 

6人 

（6.0％） 

合計 
482人 

（100％） 

11人 

（2.3％） 

433人 

（89.8％） 

38人 

（7.9％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項）参照 URL：https://www.nagoya-ku.ac.jp/future/data/ 

https://www.nagoya-ku.ac.jp/info/announcement/


  

（備考） 

 

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要）3学部共通または人間生活科学部それぞれのカリキュラムポリシーに基づいて授業科

目を編成している。各授業に関しては、授業計画（シラバス）において授業の方法及び内容、

到達目標、成績評価の方法等を記載し、どの評価ポイントをどのような比重で評価するかを明

瞭に示すことにより、学生の授業への取り組みにメリハリが生まれると、期待している。「授

業計画」では、第１回から第１５回までの授業内容を記載するとともに準備学習（予習・復習

等）についても記載している。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要）成績評価の客観性と厳格性の確保および学生の履修意欲の向上を目的とし、GPA 制度

を導入している。また、卒業の認定は、以下の基準のもとに、各学部教授会が行う。 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

経済学部 現代経済学科 130単位 有・無 単位 

経営学部 経営学科 130単位 有・無 単位 

法学部 ビジネス法学科 130単位 有・無 単位 

人間生活科学部 
教育保育学科 124単位 有・無 単位 

管理栄養学科 124単位 有・無 単位 

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：本学ホームページにて公表 

（https://www.nagoya-ku.ac.jp/info/outline/data/） 

https://www.nagoya-ku.ac.jp/info/outline/data/


  

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

 
（1）一般生         

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考(任意記載事項) 

経済学部 

経営学部 

法学部 

人間生活科学部 

現代経済学科 

経営学科 

ビジネス法学科 

教育保育学科 

600,000 円 200,000 円 400,000 円 

 

人間生活科学部 管理栄養学科 640,000 円 200,000 円 440,000 円 
 

          

          

（2）外国人留学生         

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考(任意記載事項) 

経済学部 

経営学部 

法学部 

人間生活科学部 

現代経済学科 

経営学科 

ビジネス法学科 

教育保育学科 

600,000 円 100,000 円 400,000 円 

 

人間生活科学部 管理栄養学科 640,000 円 100,000 円 440,000 円 

 

 

（3）卒業要件(４単位以下) 
        

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考(任意記載事項) 

経済学部 

経営学部 

法学部 

人間生活科学部 

現代経済学科 

経営学科 

ビジネス法学科 

教育保育学科 

180,000 円  -  円  -  円 

  

人間生活科学部 管理栄養学科 192,000 円  -  円  -  円 
  

          

          

（4）卒業要件(５～１０単位)         

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考(任意記載事項) 

経済学部 

経営学部 

法学部 

人間生活科学部 

現代経済学科 

経営学科 

ビジネス法学科 

教育保育学科 

420,000 円  -  円 280,000 円 

 

人間生活科学部 管理栄養学科 448,000 円  -  円 320,000 円 
 

 

 



  

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

初年次より少人数のゼミ担当制を敷き、個々の学生の状態や課題に即したきめ細やかな修学

支援を実施し、他の専任教員にも、オフィスアワーと呼ばれる面談時間を学期ごとに設け、

担当している授業科目に関することや学生生活全般について、自由に研究室を尋ね相談がで

きるようにしている。経済面では、経済的困窮者に対する学費減免制度として「未来支援奨

学金」を設けて、本学入学後に経済的困窮に陥った学生に対しても大学が修学継続の道を開

いている。また、授業等の修学において配慮が必要な学生に対しては、学生相談室や医務室

を相談窓口とし、障害のある学生が健常な学生と等しい条件のもとで学生生活が送れるよ

う、ゼミ担当教員、科目担当教員、事務局等、関係者と必要な情報を共有し、連携を取りな

がら修学支援に積極的に取り組んでいる。 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

本学では、学生の主体的な進路選択を支援するため、体系的なキャリア教育およびキャリア

支援を全学的に実施している。1 年次には、経済・経営・法学部において必修科目「市民生

活とキャリア形成」を開講し、専門職養成を主とする人間生活科学部でも、学部の特性に応

じたキャリア形成支援を行っている。2年次以降は、「ジョブトレーニング（インターンシ

ップ実習）」や「学外実習」を通じて就業観を醸成し、業界・企業・職業および自己理解を

深める機会を提供している。また、「職業能力養成（SPI対策）」によりリテラシーの強化

を図っている。さらに 3 年次には、授業科目「キャリア選択と自己実現」を通して進路選択

の具体化を促すとともに、正課外では当該学生全員を対象に進路面談を実施し、一人ひとり

の希望に応じた進路決定を支援している。加えて、全学部生の 1 年次および 

3 年次には PROG を受験させ、その結果を授業改善や学生支援に活用している。 

 

「本学の具体的な取り組み」 

■キャリア教育・就職キャリア支援プログラム 

https://www.nagoya-ku.ac.jp/future/program/  

  

■インターンシップ実習科目（キャリア教育 ） 

https://www.nagoya-ku.ac.jp/future/internship/ 

 

■資格取得支援 

 https://www.nagoya-ku.ac.jp/future/license/ 

 

■公務員採用試験対策サポート 

 https://www.nagoya-ku.ac.jp/future/public_officer/ 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

医務室（1室）及び学生相談室（2 室）を設置、看護師 1 名、カウンセラー2名（臨床心理

士・公認心理師の両資格を有する者）を配置し、身体健康・学業・学生生活・進路・対人関

係・精神健康等について常時、相談に乗っている。また、身体面では入学時（新入生）及び

健康診断受診前後（在校生）に健康に関する調査を、心理面では入学後、早期に健康調査書

（ＵＰＩ検査）を実施し、心身面でリスクが高い学生に対して学生相談室から呼び出し面接

を行っている。さらに、1年生に対しては、基礎演習Ⅰの授業においてカウンセラーが講師

を担当、「大学生のメンタルヘルス」と題して、大学生活において躓きやすい事柄や時期に

ついて注意を喚起し、大学生活へのソフトランディングの支援を行っている。また、保証人

が来校する教育懇談会においては、積極的に保証人の相談に応じ、不登校の予防に努めてい

る。その他の活動としては、学生相談室の隣に学生が自由に使えるフリールームを設置し、

学生の居場所作りを行っている他、懇話会等のグループ活動を実施し、対人関係に苦慮する

学生のソーシャルスキル獲得を支援している。 



  

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：名古屋経済大学ホームページ 

https://www.nagoya-ku.ac.jp/info/announcement/ 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 

 

○総合知を育成するための学生の学びの充実に向けた取り組み 
 

a.副専攻について 

 本学では、専門教育を行う４学部の体系を維持しつつも、地域に密着した大学としての本

学の特徴を踏まえて、地域社会の課題について理論と実務の観点から、学部の垣根を越えて

横断的に学ぶプログラムとして、「地域創生・観光・文化遺産」「環境共生・里山 SDGs」

「グローバルコミュニケーション」の３コースの副専攻を設置している。 

b.数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラムについて 

 ビックデータから様々な価値を創出できるようになった昨今において、本学では「数理・

データサイエンス・ＡＩ」を素養として身に付け、幅広い社会課題を解決するための実践的

な能力を育成することを目的としている。 

 本学の「数理・データサイエンス教育プログラム」は、２０２４年８月に文部科学省「数

理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム（リテラシーレベル）」に認定されおり、さら

には２０２５年８月に同省「数理・データサイエンス・ＡＩ教育（応用基礎レベル）」に経

営学部が認定されている。 

 応用基礎レベル（経営学部）のプログラムについては、２０２６年度現在、大学全体のプ

ログラムに変更して文部科学省に申請を行っている。 

 

https://www.nagoya-ku.ac.jp/info/announcement/


（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（うち多子世帯） （　　　　　　12人） （　　　　　　‐人）

0人 0人

区分外（多子世帯） 100人 108人

第Ⅳ区分（理工農）

家計急変による
支援対象者（年間）

‐人（　　0）人

377人（　　　195）人

48人 44人

内
訳

第Ⅲ区分 38人 29人

（うち多子世帯） （　　　　　　28人） （　　　　　　26人）

（うち多子世帯） （　　　　　　‐人） （　　　　　　‐人）

第Ⅱ区分

39人第Ⅳ区分（多子世帯）

学校コード（13桁） F123310106862

（備考）

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

376人（　　　195）人

後半期

329人（　　　182）人

116人

32人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

名古屋経済大学

学校法人　市邨学園

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生（内数）

※家計急変による者を除く。
345人（　　　185）人

120人第Ⅰ区分



年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確定

修得単位数が「廃止」の基準に該当
（単位制によらない専門学校にあっては、履修科目の単
位時間数が廃止の基準に該当）

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意欲
が著しく低い状況

‐人 人 人

‐人 人 人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたことによ
り認定の取消しを受けた者の数

計

0人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取消し
を受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

右以外の大学等

後半期

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受けた者
の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消しを
受けた者の数

12人 人 人

人 人

‐人 人 人

退学 0人

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良である
ことについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、高
等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２年以
下のものに限る。）

‐人 人 人



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

訓告 0人

年間計 ‐人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停止を
受けた者の数

３月未満の停学 ‐人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を受け
た者の数

修得単位数が「警告」の基準に該当 ‐人 人 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ 36人 人 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

計 37人 人 人

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意欲
が低い状況

0人 人 人

（備考）

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ ‐人 人 人


